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研究の概要 

近年、日本の閉鎖性水域では様々な危機に直面している。環境省は 2025 年に｢今後の里海づくりの

あり方に関する提言｣をまとめ、科学的知見の充実などを通じて良好な環境を維持し、好循環を形成す

る「里海づくり」を戦略的に推進することとした。また、重点事業として「良好な環境を活用した観光

地域づくり」を始動させたところである。里海づくりの基盤となる干潟生態系は、生物多様性と生産性

の確保に加え、地域文化や観光資源としても大きな価値を有している。しかし、科学的知見に基づく持

続可能な里海づくりと観光における利活用の手法は未開発であり、干潟生態系の高度な理解と科学的

根拠に基づく観光活用モデルの確立が求められている。 

従来、里海の基盤となる干潟の環境施策では低次生態系に着目し、水質の改善と二枚貝の生産性確

保を目的として二枚貝の捕食者であるエイの駆除が推進されてきた。しかし、生物生産性の回復には

至っていない。本研究代表者(山口)は先の環境研究総合推進費（1-2203）で、広大な干潟を持つ有明海

において未解明であった高次生態系に着目し、全栄養段階の食性解析に基づく実証的な生態系モデル

を構築するとともに、頂点捕食者（サメ）から基礎生産者までのトップダウン効果を初めて実証した。

頂点捕食者やキーストーン種の保全は、生物多様性や生産性の効果的な確保につながることもモデル

により示した。 

本研究では先行研究を基盤に、有明海におけるキーストーン種の生態的知見を加え、未評価であっ

た干潟の基礎生産を定量化してトップダウン／ボトムアップ双方からの定量評価を可能となる生態系

モデルの高度化を図る。水質、基礎生産、気候変動の影響等を予測可能な統合モニタリング手法を確立

するとともに、地域主体の持続可能な里海づくりに資するため、環境教育、観光資源特定、生態系を向

上させる観光モデルの作成、ウェルビーイング評価指標の策定を行う。さらには社会実装に向け、必要

な規律を検討する。以上の自然科学と社会科学の学際的アプローチにより、リジェネラティブ（再生

型）な生態系・観光・社会の好循環をもたらす新しい里海モデルを提案することを目的とする。 

本課題は多様な自然科学（魚類学・水産資源学・海洋生態学・リモートセンシング工学、環境水理

学）と人文・社会科学（観光学・社会学・倫理学・国際法学）の各専門分野の研究者が３つのサブテー

マを構成し、初めて協働して挑むものである。生物多様性や生態系、観光等に関する国際連携について

もすでにそれぞれ進めており、「良好な環境」を「健全な生態系」と捉えた統合的なウェルビーイング

を実現する新たな里海モデルとして、有明海という地域固有の環境問題解決を起点に、全国への展開

と国際発信を視野に入れて行う。本研究で得られる成果は、有明海の環境政策への貢献にとどまらず、

ローカルとグローバルの両視点を融合させた実践的な研究として、日本の里海づくり活性化に貢献す

るだけでなく、日本発の Satoumiモデルとして世界へ発信することが期待される。 

 

 

 

 

  



【公開情報】令和８年度新規採択課題  【研究課題番号 1-2604】 

3 

 

研究の全体概要図 

 


